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① 松原産業の2008年

松原産業株式会社

地球の緑と環境を守る

本社・工場取得

発泡スチロールの加工なら

http://www.matsubara-sangyo.jp/

■ 3月 小浜市取材訪問（パイナル通信19号）

とある国の大統領選挙が過熱するなか・・・。松原産業では丸海様
の商品オバマハンバーグを加熱してました。

早いもので今年も残すところあとわずかになりました。今月のパイナル通信は、今
年度、発刊したパイナル通信を通して、今年の松原産業の主な出来事を振り返りた
いと思います。

それでは今年の松原産業を振り返ってみましょう！！

■８月 新型成形機導入（パイナル通信24号）

“ちりとてちん”やオバマブームで今年は、福井県だけでなく
日本で一番騒がれた町であったと思います。

８月には、成形機の入れ替え工事を行いました。今回の工事は、改善工
事の一部でした。更なる改善・改良を施し、品質の向上、低コスト化を目標
に努めて行きたいと思います。

■10月 テクノフェア出展（パイナル通信27号）

今年も参加して参りました北陸技術交流テクノフェア
2008！展示者がプレゼンテーションを行う時間があり、
弊社、断熱材パイナルフォーム担当の堀清憲がプレゼ
ンさせて戴きました。新しい事に挑戦する有意義な時
間でした！

■4月 新入社員入社（パイナル通信20号）

今年の春、入社した高卒ルーキー達です。
今では、彼らも松原産業の立派な一員です。更
なる飛躍を期待します。すでに来年度の新入社
員も決まり、是非とも模範となって欲しいですね。
若人たちは松原産業の未来です！

■ 1月 松原産業総合HP公開（パイナル通信17号）

2007年12月28日に公開いたしました松原産業の
HP、あれから社員ブログなどの新コンテンツも加わり、
1年間だけでもかなりの進化を遂げました。

社員ブログ、もう見ていただきました？

いや～1年間だけでも色々なことがありますね～。こういう風にまとめて見てみると会社は
生き物だなって思います。どんどん進化し、新しい事が増えてくる。人の世代交代だけでなく、
成形機の入替やHP開設などで新しい時代の波を感じます。来年もきっと多くの出来事が私
たちを待ち受けていることでしょう。時代に乗り遅れない様に、松原産業は来年もさらなる進
化を遂げていきます！

内田 江端 光川



休業日のご案内

2009年 1月

③ 社員紹介 鈴木博之（営業）

編集後記：パイナル通信27号で長期連載していた部長広田勝男の～染料物語～・～紙の世界～が千秋楽を迎え、
28号より上田昌範の＜オーダーメイド商品あれこれ＞が始まります。約2年半の間ご愛読いただき誠にありがとうご
ざいました。
早い！早いですね時間が経つのは・・・。表紙で一年を振り返ると本当につい先日の出来事に感じてしまいます。

もうあと10日ほどで新年ですね・・・。クリスマスに正月にと飲み過ぎにご注意ですよ！
何かと暗い話題の多かった一年でしたが、来年は明るい年になるようにお祈りいたします。

② オーダーメイド商品あれこれ ～第1回～

はじめまして、染料部門の営業として入社しました
鈴木博之です。
入社して３ヶ月が経ちましたが、まだまだ不慣れなこ

とばかりです。先輩の指導の下、早く一人前になれる
ように日々勉強中です。
今年も残りわずかとなりましたが、健康に気をつけ、
来年は飛躍の年となれるようがんばります。みなさま
今後ともよろしくお願いします。

こんにちは！松原産業 上田昌範です！！
皆さん、ご存知でしたか？弊社ではホームページを2007年12月に立ち
上げて以来、少しずつではありますが、全国の発泡スチロールが欲しい
方々からいろいろなお問合せを頂いております。特に多いのが「発泡スチロールでこん
なもの出来ないかなぁ」というような、オーダーメイド加工のお問合せですね。弊社の開
発部隊が連日知恵を絞りながらがんばっています。
これから全12回の予定で、これまでに作成したものをご紹介していこうと思っていま

す！但しお客様の都合で詳しく申し上げられないこともありますので、そこはお許しくださ
い！それでは第一弾！

ちょっと分かりづらいかも知れませんが、六角柱が4段、一
番上は楕円柱です。一番下の大きいもので直径40cmほ
ど。高さは全体で40cmほどです。神奈川県の個人の方か
らご注文いただきました。さて、何に使うと思います？実は
これは、ウエディングケーキの中芯に使用するんですね～。

シュガークラフトといって、専門のホームページもあるようです。私もこの問合せを頂く
までは、発泡スチロールにこんな使い方があるなんて知りませんでした(^_^;)
弊社開発いわく「六角形の角をしっかり出すために、ニクロム線の走らせ方を工夫し

ました！」とのこと。細かいところにもこだわっているんです！
いかがでしたか？発泡スチロールはお客様のアイデア次第でいろいろな形に加工す

ることが出来ます。これからもドンドンご紹介していきますね！

上田昌範


